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新しい小美玉市第２次総合計画の策定にあたり、これからの１０年間にむけて、どのようなまちづく

りの基本理念と将来像が求められているのか、市民参加の場を設けて意見を伺う。また、将来像案を提

案するという形で、参加者に総合計画を身近なものとして感じてもらう。 

 ・一般市民の応募参加者 5 名 

    第１回ワークショップに参加した参加者 

 ・茨城大学人文学部大学生 5 名 

 ・市職員 4 名 

 ・ファシリテーター 4 名 

  2017 年 1 月 15 日（日）9：30～12：00 

  小川文化センターアピオス小ホール 

１）開会あいさつ 

２）情報提供 

（第１回ワークショップのまとめ、市民アンケート結果報告、ワークショップの進め方説明） 

３）WORK1 これからの 10 年のまちづくりの理念として大切な視点は何か、意見をふせんに

書き出す 

４）WORK２ 視点をキーワードでまとめる 

５）休憩 

６）WORK3 将来のまちをイメージしてスローガンを作り、ふせんに書き出す 

７）WORK４ スローガンの中から１つを選び、将来像案をつくる 

８）発表・質疑 

９）閉会あいさつ 

 

  



2 

 

＜参考 ワークショップのしおり抜粋＞--------------------------------------------------- 

 

 

 

 まちづくりの土台になる考え方として大切なものは何でしょうか？ 

これから力を入れていかなくてはいけないことは何でしょうか？ 

あなたの考えを、ふせんに書いて書き出してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 WORK①の中で出された視点の中から、キーワードを抜き出してみましょう。3～5つ程度のキーワード

にまとめてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

これからの10年のまちづくりの理念として

大切な視点は何か 
②大切なキーワード 

子育て 

災害に強い 

新しい産業 

やさしいまち 

少子化
の克服 

福祉の

充実 

 

安心して

暮らせる 

①これからの10年のまちづくりの理念とし

て大切な視点は何か 

人と同じ意見でもどんどん書い

てください。 

あなたの考える視点を、ふせん

に書いてはってください。 

同じ意見は、まとめて整理して

貼りましょう。 

WORK② 視点をキーワードでまとめる 

WORK① これからの 10年のまちづくりの理念として大切な視点は何か 

福祉の

充実 

 

安心して

暮らせる 

少子化
の克服 

まとまらない場合は、数が多く

なってもかまいません。 
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 WORK②の中で出されたキーワードから、まちのイメージをふくらませ、スローガンをつくってみましょ

う。１人１人が、ふせんに書き出します。思い描いたまちの姿を、言葉で表してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 WORK③の中で出されたスローガンの中から、１つのスローガンを選んで、小美玉市の将来像案をつくり

ましょう。どのような決め方でも構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大切なキーワード 

子育て 

災害に強い 

③スローガンを作ってみよう 

新しい産業 

やさしいまち 

 

 

人と産業と
やさしさを

育てるまち 

 

③小美玉市のスローガンを作ってみよう 

 

 

 

④私達がつくる小美玉市の将来像案 

人と産業と
やさしさを

育てるまち 

将
来
像
案 

WORK③ キーワードからスローガンをつくってみる 

小美玉市を表現するキャッチー

なスローガンを考えてみましょ

う。 

WORK④ 小美玉市の将来像案となるスローガンを選ぶ 

複数のスローガンをつなげて、

加工しても構いません。 

１人がだくさん書いても構いま

せん。 

選ばれたスローガンを大きく書

き出します。 
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＜キーワード＞ 

みんなの力 小美玉らしさ 

＜まちづくりの理念として大切な視点＞ 

・外国人観光客の対応 

・空港周辺の活性化 

・普段行きたくなるまち 

・welcomeなコミュニティ活動 

・伝統行事の維持 

・人が育つ環境 

・農業の継続、自然と暮らし 

・雇用、仕事の創出 

＜まちづくりの理念として大切な視点＞ 

●今、あるもの 

自然、航空自衛隊、空港、地域のお祭り 

●今、足りないもの 

交通の利便性、育児や福祉関係のサポー

ト、商業施設 

■どういった形でまちの誇り、魅力を出し

ていくか 

人が宝 夢が叶う 

＜まちづくりの理念として大切な視点＞ 

●人口流出の防止 

 若い女性が残りたくなるまち 

●コンパクトシティ 

 交通機関の充実、バリアフリー、災害に強いまち 

●市民・行政・産業の連携 

 互いに支えあう意識 

●働ける場所の充実 

 すきま産業の創出、新規就労、新規創業の意欲を

生かすしくみ 

 若い人の夢を叶える 

小美玉市は毎日の生活にゆとりがある 

・小美玉市に住めばゆとりのある暮らしができ

るイメージを伝える 

・自分が磨ける、チャレンジできる環境 

・十人十色、色々な人が暮らしているイメージ 

＜キーワード＞ 

空港 

交流 

安心 

自然 

農業 

世界の小美玉 

感性が育つ 

人 

体験 

文化 

３つの柱と将来像を表現するイメージ 

心のふるさと 

ほっこりした感じ 

自然豊かな風景 

愛情 

人が行き交う 

人が育つ 

心 

育つ 

オンリー

ワン 

＜キーワード＞ 

「外からの視点」 

「内からの視点」 

２つの視点で考える 

 

 ・小美玉市の魅力 

・農業／酪農 

 ・福祉と子育て 

 ・交通の利便性 

 ・自然の豊かさ 

市外の人に住みやすさを伝

え、小美玉市の魅力を知って

もらう 

住んでいる人たちがこれから

も住み続ける上での課題に取

り組んでいく 

「住みやすい」 

「住み続けたい」 
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